
 
 

中谷医工計測技術振興財団  

令和 3 年度  事業報告書  

 

 

公益財団法人 

中谷医工計測技術振興財団 

はじめに 

新たな産業を創出する先進的な科学技術の重要性がますます高まるなか、医工計測技術分野に

おける基盤技術の開発促進は大変重要なテーマのひとつです。公益財団法人 中谷医工計測技術

振興財団は、昭和５９年の設立以来、医工計測技術分野における技術開発の飛躍的な発展を期し、

顕著な業績をあげた研究者への表彰事業及び先導的技術開発、技術の交流、将来の医工計測技

術を支える人材の育成に向けた教育助成等、各種の助成事業を実施してまいりました。 

また、収支相償に関しては、令和３年度においてはほぼ達成できました。 

 

 

Ⅰ．技術開発研究助成事業  

 医工計測技術は基盤技術であり、その先導的技術開発を促進することは極めて重要です。医工計

測技術に対する技術開発研究助成事業は、当財団の中核事業であり、本年度もこの事業に力点を

置いて実施いたしました。技術開発研究助成の種類としては「長期大型研究助成」、「特別研究助

成」、「開発研究助成」、「奨励研究助成」の４種類があります。それぞれに、ユニークな特徴を持って

おり、研究者の各種要望に応えられるようになっております。 

 

１．募  集 

医工計測技術の研究範囲は極めて広汎な分野にわたりますが、主には理・工学と医学・生物

学の境界領域にあり、学際的研究分野としての社会的ニーズも高まっております。 

「生体に関する医工計測技術」を対象研究課題として、大学およびこれに準ずる研究機関に

対して助成対象研究テーマの募集を行いました。前年度と同様、文書送付により募集案内を行

ったほか、当財団のホームページに募集案内を掲載するとともに各種メディアに掲載されるよう活

発に活動を行い、広範な研究者に募集内容が周知されるよう努めました。 

 

【募集期間、方法】  

 ＜技術開発研究助成＞ 

募集期間   令和３年 ６月 １日～ ７月１９日 

令和３年 ６月 １日～ ９月２７日（長期大型研究助成） 

募集案内送付   約 ４００件 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

  

【応募数】 （ ）内は昨年度 

長期大型研究助成    ８件 （募集なし） 

特別研究助成   １５件 （ ２５件） 

開発研究助成   ９８件 （１０８件） 



 
 

奨励研究助成   ６１件 （ ６７件） 

 

２．審  査 

財団内に設置した技術開発研究助成審査委員会（梶谷委員長他 １２名で構成）ならびに長

期大型研究助成審査委員会（有識者６名で構成）により、各大学等から応募のあった計１８２件の

研究テーマに対して、公正にして厳正なる審査を実施し、医工計測技術の先導的技術開発に寄

与するものと考えられる４４件（長期大型研究助成 １件、特別研究助成 ３件、開発研究助成 ２

０件、奨励研究助成 ２０件）を選出しました。 

 

長期大型研究助成 

一次審査    ９月３０日～１０月２０日 書面審査を実施 

二次審査   １１月１９日 面接審査を実施 

最終審査   １１月１９日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

技術開発研究助成（特別研究助成、開発研究助成、奨励研究助成） 

一次審査    ８月２０日～ ９月２７日 書面審査を実施 

二次審査   １０月１３日～１１月 ８日 書面審査を実施（特別研究助成） 

      １０月１３日～１１月１８日 書面審査を実施（開発、奨励研究助成） 

三次審査   １１月２６日 面接審査（特別研究助成のみ）を実施 

最終審査   １２月 ４日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認  １２月１０日の理事会にて承認されました 

 

４．贈呈式 

令和４年２月２６日（土）学士会館（東京）において、令和３年度技術開発研究助成贈呈者に助

成金の贈呈を行いました。 

 ※COVID-19 の影響で参加者を限定して贈呈式を実施 

 

令和３年度  技術開発研究助成実績  

 

 助成件数 助成金額計 

長期大型研究助成 １ ３０，０００万円 

特別研究助成 ３ ９，０００万円 

開発研究助成 ２０ １０，０００万円 

奨励研究助成 ２０ ７，０００万円 

合計 ４４ ５６，０００万円 

 ※ 令和３年度技術開発研究助成金贈呈者は附属明細書参照 

 

結果発表は、応募者に直接連絡するほか財団ホームページに掲載しました。また、2月 17日付の

朝日新聞紙上に掲載しました。 

 

 



 
 

Ⅱ．表彰事業（中谷賞）  

 
１．募 集 

生体に関する医工計測技術分野における技術開発の飛躍的な発展を期し、顕著な業績をあげた

研究者の功績を讃えることを目的とした中谷賞は、前年度と同様、文書送付により募集案内を行ったほか、

ホームページ上で広く公募を実施しました。 

 

【募集期間、方法】 

募集期間   令和３年 ６月 １日～ ９月２７日  

募集案内送付   約４００件  

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

大賞、奨励賞 １７件 （ １４件） 

 

２．審 査 

財団内に設置した技術開発研究助成審査委員会（梶谷委員長他 1２名で構成）の委員により、

応募のあった計１７件に対して公正にして厳正なる審査を実施し、生体に関する医工計測技術分

野における技術開発に顕著な業績をあげた研究者として、下記の２名を大賞に、２名を奨励賞に

選出しました。 

 

一次審査  １０月１３日～１１月１８日 書面審査を実施 

最終審査  １２月 ４日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認  １２月１０日の理事会にて承認されました 

 

４．授賞式 

令和４年 ２月２５日（金）マンダリンオリエンタル東京において、令和３年度中谷賞（大賞、奨励

賞）の表彰と賞金の授与を行いました。 

 ※COVID-19 の影響で参加者を限定して授賞式を実施 

 

中谷賞（大賞、奨励賞） 受賞者 

 

 大賞                                                

                                                      （単位：万円） 

氏  名 所 属 機 関・職位 研 究 題 目 表彰金額 

浦野 泰照 

東京大学  

大学院薬学系研究科 

教授 

化学蛍光プローブの精密開

発に基づく、革新的生体・医

療イメージング技法の創製 

1,000 

後藤 信哉 

東海大学  

医学部内科学系循環器内科学 

教授 

個別最適化治療を可能とする

医工計測情報の革新的多次

元解析技術の開発 

1,000 



 
 

計  ２ 件 ２，０００万円 

 

 奨励賞                                             （単位：万円） 

氏  名 所 属 機 関・職位 研 究 題 目 表彰金額 

上村 想太郎 

東京大学  

大学院理学系研究科 

生物科学専攻 

教授 

タンパク質翻訳過程の１分子

実時間可視化 
300 

太田 禎生 

東京大学  

先端科学技術研究センター 

准教授 

AI 駆動型の高速細胞形態ソ

ーティング技術群の開発と応

用展開 

300 

計  ２ 件 ６００万円 

 
結果発表は、応募者に直接連絡するほか財団ホームページに掲載しました。また、2 月 15 日

付日本経済新聞ならびに 2 月 17 日付の朝日新聞紙上に掲載しました。 

 

 

Ⅲ．技術交流助成事業  

 

 近年におけるナノテクノロジーやバイオテクノロジーなどの発展に伴って、技術開発研究を行

う際に関係する学術領域は益々複雑多様化しつつあり、内外における研究者の技術交流を推

進する重要性が増してきております。令和３年度は、技術交流に関して「海外派遣」「日本招聘」

「海外留学」「日本留学」への助成を行いました。 

 

１．募 集 

医工計測技術分野および関連技術分野の発展に資する、研究者の技術交流に関して財団の

ホームページ上で広く募集を実施しました。 

 

【募集期間、方法】 

募集期間   四半期毎に募集を実施（海外派遣、日本招聘） 

   半期毎に募集を実施  （海外留学、日本留学） 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

２．審 査 

財団内に設置した技術交流助成審査委員会（有識者５名で構成）の委員により、応募のあった

申請書等を公正にして厳正なる審査を実施し、表に示す多数の研究者を選出しました。 

 

海外派遣   

審査   四半期毎に書面審査を実施 

 

日本招聘   

審査   四半期毎に書面審査を実施 



 
 

 

海外留学   

審査   半期毎に書面審査を実施 

面接審査  令和３年 ５月１４日、１１月１２日に実施 

最終審査  令和３年 ５月１４日、１１月１２日の審査委員会にて最終審査を実施 

 

日本留学   

審査 半期毎に書面審査を実施 

 

３．承 認 

海外派遣、日本招聘 

  四半期毎の審査委員会での審査・選考後、選考者を理事長不在のため専務理事が最終

承認した 

 

海外留学ならびに日本留学は第一回、第二回の定時理事会にて最終承認された 

第一回定時理事会 （令和３年 ５月２１日） 

  海外留学  １件が最終承認されました 

第二回定時理事会 （令和３年１２月１０日） 

  海外留学  3 件が最終承認されました 

 

  令和３年度  技術交流助成実績  

 

 助成件数 助成金額 

海外派遣 ４ ０円 

日本招聘 ５ ０円 

海外留学 ４ 125 万円 

日本留学 ０ ０円 

計：  １３件   １２５万円 

※令和 3 年度 技術交流助成贈呈者として１３名の研究者を採択したが、新型コロナウィルス

感染拡大の影響で海外渡航が予定通り行われず、海外派遣、日本招聘はオンライン参加の

ため助成金を辞退、海外留学に関しては辞退や渡航時期を 2022 年 4 月以降とした結果、年

度内の助成金額は上記に留まりました。 

※令和３年度 技術交流助成贈呈者は附属明細書参照 

 

 

Ⅳ．調査研究助成事業  

 

生体に関する医工計測技術分野には様々な課題が存在しており、その調査研究を実施して得た成

果を広く社会で活用するための助成事業は重要な意義を有しております。この、調査研究助成の目



 
 

的、趣旨に沿う調査研究のテーマに助成を行いました。 

 

１．募 集 

   調査研究助成の目的、趣旨に沿う調査研究のテーマを広く募集 

 

【募集期間、方法】  

募集期間   令和３年 ６月 １日～ ７月１９日  

募集案内送付   約 ４００件 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

調査研究助成    １０件 （ ５件） 

 

２．審 査 

財団内に設置した技術開発研究助成審査委員会（梶谷委員長他１２名で構成）の委員により、

応募のあった１０件の調査研究テーマに対し公正にして厳正な審査を行い、１件を選出しました。 

 

【審査方法】  

 

調査研究助成 

一次審査    ８月２０日～１１月１８日 書面審査を実施 

最終審査   １２月 ４日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認  １２月１０日の理事会にて承認されました 

 

４．贈呈式 

令和４年２月２６日（土）学士会館（東京）において、調査研究助成贈呈者に令和３年度助成金

の贈呈を行いました。 

 ※COVID-19 の影響で参加者を限定して贈呈式を実施 

 

※ 令和３年度 調査研究助成金贈呈者は附属明細書参照 

 

 

Ⅴ．医工計測技術に関する情報の収集及び提供事業  

 

生体に関する医工計測技術関連の情報について広汎な利用をはかるため、当財団の研究助成事

業および技術交流事業による成果等、財団の事業活動を取りまとめて「年報３５号」を作成し、広く関

係機関に提供予定です。また当財団の発行する年報を医工計測技術アーカイブとしてホームページ

上で公開予定です。アーカイブでは各種検索機能が利用可能であり、多くの研究者に医工計測技術

分野の有益な情報をフィードバックすることを目指しています。 

 

 【発行物】 



 
 

 年報３５号   ： 令和４年５月発行予定 

 送付先 ： 関係各位 １７０部程度、各大学 １００部程度、関係企業 ６０部程度 

  計３３０部程度 

（年報についてはすべて無償提供） 

 

 

Ⅵ．科学教育振興に対する助成事業  
 

将来を担う子どもたちの論理的思考力や創造性を涵養することが、科学技術の発達はもとより我が

国の発展に資するものと考え、中学・高校における科学教育振興を目的とした取組みならびに理科

好きの小学生を増やすための取り組みを支援する科学教育振興助成を実施しています。 

また、同様に大学の学部学生にできるだけ早い時期からグローバルな研究活動を経験してもらうこ

とが、将来グローバルに活躍できる研究者の育成に資するものと考え、国際学生交流プログラムを実

施しています。 

 

＜注意事項＞ 
Ⅵ－１科学教育振興助成とⅥ－２国際学生交流に関しては、年度内で審査選考後、実際の助

成は次年度に行われます。よって、活動実績としては、前年度に選考された対象者、対象施設に

対する助成実績と、次年度の為の募集～審査活動となります。 

 

※ 令和３年度科学教育振興助成ならびに国際学生交流プログラムの助成実績一覧は附属明細

書参照 

 

Ⅵ－１  科学教育振興助成  

 

  助成実績  （令和３年度の助成）  

 

   

 

 

 

 

 

 

計：  １１２件  ６，７３９万円 

 

  ※ 令和３年度科学教育振興助成  助成校一覧は附属明細書参照  

 

 １．成果発表会 

種 類 件数/ 助成金額 

個別助成 ６０件/ １，７５５万円 

プログラム助成(初年度) 

          (2 年目) 

１７件/ １，６５０万円 

１６件/ １，５４３万円 

意欲的な小学校の先生方を

支援するプログラム助成 

 （初年度） 

（２年目） 

（３年目） 

 

 

４件/   ４００万円 

７件/    ５９１万円 

８件/   ８００万円 



 
 

令和３年度助成機関の成果発表会を下記のとおり開催しました。 

なお、COVID-19 の影響を勘案し、会場での実地参加と WEB 参加を併用したハイブリッド開

催としました。加えて、全助成校のポスター発表動画を後日オンデマンドにて配信しました。 

 

日時     ： 令和３年１２月２６日（日） １２時２５分～１７時 

会場     ： 東京工科大学 蒲田キャンパス 

特別講演  ： 宇宙航空研究開発機構（JAXA）宇宙科学研究所 吉川真准教授  

現地参加校 ： ６６校（現地参加者計 237 名） 

WEB 参加校 ： ４４校 

 

助成予定（令和４年度  助成）  

 

１．募 集 

下記の３つの助成プログラムに対する応募を広く小、中、高校ならびに関連する教育機関にお

こないました。都道府県の教育委員会に助成募集パンフレットを送付すると同時に当財団ホーム

ページに募集案内を掲載する等、関係者に募集内容が周知されるように努めました。また、学生

の発表を併設する等の若手育成に注力を行っている教育系及び科学系学会を通じてメールや

パンフレットを配布、ホームページへの掲載等の協力をいただき、周知活動を実施しました。 

 

    種類（助成プログラム）  

 個別助成 

 プログラム助成 

 意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成 

 

【募集期間、方法】 

募集期間   令和３年１０月１５日～１２月１０日 

告知      都道府県教育委員会、政令指定都市の教育委員会、関連学会 

              にパンフレットを送付 

   財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

個別助成             ８４件 （  ８８件） 

プログラム助成（１年目）       １９件 （  ２０件） 

プログラム助成（２年目）             １７件 （  １６件） 

意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成（１年目）   ３件 （   ５件） 

意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成（２年目）   ４件 （   ７件） 

意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成（３年目）   ７件 （   ８件） 

        合計     １３４件 （ １４４件） 

 

 

 



 
 

２．審 査 

 

財団内に設置した科学教育振興助成審査委員会（有識者 4 名で構成）の委員により、応募

のあった１３４件の申請題目に対して、公正にして厳正な審査を行い、下表の通り１０７件を選

出しました。 

 

【審査方法】  

一次審査  令和 ３年１２月２４日～令和 ４年１月２６日 書面審査を実施 

最終審査  令和 ４年 ２月１４日 審査委員会にて最終審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認  令和４年 ２月２５日の理事会にて承認されました。 

 

 令和４年度科学教育振興助成（助成予定機関数）  

 

   

 

 

 

 

 

 

小計： １０７件  ６，３１２万円 

４．贈呈 

   助成対象施設に対して贈呈証を送付しました。 

 

 

Ⅵ－２  国際学生交流プログラム 

国際学生交流プログラム助成は、日本および海外の大学学部生を対象とし、夏休み等を

利用した短期留学であるが、大学研究室に属して最先端の研究活動に触れると同時に、研

修や交流活動を通して他国の言語や文化を学ぶ機会を提供し、将来グローバルに活躍でき

る研究者育成を図ることを目的としています。 

 

 

国際学生交流 中谷 RIES プログラム 

中谷 RIES プログラムは日米の理系学部生が実際に研究を体験することで、研究者の道を

種 類 件数/助成金額 

個別助成 ６０件/  １，７５３万円 

プログラム助成(初年度) 

          (2 年目) 

１６件/  １，５６６万円 

１７件/  １，６９０万円 

意欲的な小学校の先生方を

支援するプログラム助成 

 （初年度） 

（２年目） 

（３年目） 

 

 

３件/   ３００万円 

４件/    ４００万円 

７件/   ６０４万円 



 
 

踏み出す機会を提供します。 

日本学生は、夏季休暇にジョージア工科大学にて生活・文化体験も織り交ぜながらリサー

チインターンシップを体験します。 

米学生は夏季休暇に、日本各地の大学でリサーチインターンシップを行い日本の大学の

研究活動を体験します。 

日米の学生の交流も図り、将来グローバルな研究活動を行う際に役立つネットワーク作り

も行います。      

※上記計画で進めていましたが、世界的な新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、海外と

の往来の制約があった為。米学生の留学は中止とし日学生の留学は夏季と春季に分散し

て実施しました。 

 

    助成実績  （令和  ３年度の助成）  

 

採択学生 人数 

日本学生 ８ 

米学生  ６ 

※ 国際学生交流 中谷 RIES プログラムに選考された学生一覧は附属明細書参照 

 

国際学生交流 アドバンストプログラム 

国際学生交流アドバンストプログラムは、本年度の中谷 RIES プログラムで短期のリサーチ

インターンシップを経験した日本の大学学部生の中から特に優秀であった学生（若干名）を、

春休みを活用した海外の著名大学に短期リサーチインターンシップで派遣するプログラムで

す。 

将来グローバルな活躍が期待される人材を、できるだけ早く一流の研究機関の研究活動

に触れさせる事で、医工計測技術とその関連技術分野の新たな展開を切り拓いてもらえる人

材育成することを目的としています。 

 

１．募 集 

    

【募集期間、方法】 

募集期間 令和３年 9 月 20 日～ 9 月 28 日 

応募資格 令和３年度中谷 RIES プログラム参加者（夏季参加者） 

 

【応募数】 

日本学生応募者数     ４名 

 

２．審 査 

財団内に設置した国際学生交流審査委員会（有識者 ３名で構成）の委員により、応募の

あった 4 名の申請書および関連書類、ならびに中谷 RIES プログラムでの引受先研究室の責

任教授、メンター等の評価、ならびにアドバンストプログラムの派遣先研究テーマとのマッチ



 
 

ングを参考にして、公正にして厳正な審査を行いました。 

 

【審査方法】  

最終審査  10 月 2 日開催の審査委員会で審査 

 

３．承 認 

最終承認    １０月１２日の臨時理事会（決議の省略）にて承認されました 

 

    助成実績  （令和元年度の助成）  

 

採択学生 人数 

日本学生 ４ 

※ 国際学生交流アドバンストプログラムに選考された学生は附属明細書参照 

 

助成予定（令和３年度助成）  

 
１．募 集 

 国際学生交流プログラムに参加を希望する、日本人または日本での永住権を持っている、

日本の大学に在籍する学部学生を広く募集しました。海外については、令和４年度は USA

のジョージア工科大学との間で交換留学を実施する予定です。 

 

【募集期間、方法】 

日本       令和 4 年 1 月 11 日～令和 ４年 2 月 28 日 

募集パンフレット送付  約 500 件 

財団ホームページに募集要項等を掲載 

主要大学の留学支援部門を訪問、説明会を実施 

 

USA       ジョージア工科大学 

募集、審査はジョージア工科大学 BME 部門に委託 

 

 

【応募者数】 （ ）内は昨年度 

 

    日本学生応募者数   ８６名 （３６名） 

    USA 学生応募者数   ４４名 （３２名） 

 

 

２．審 査 

財団内に設置した国際学生交流審査委員会（有識者 ３名で構成）の委員により、応募のあ

った日本学生 8６名の申請書および関連書類審査ならびに面接審査を実施により、公正にして

厳正な審査を行い、日本側１２名の学生を選出しました。 

 



 
 

【審査方法】  

日本 

一次書面審査    令和  ４年  ３月  １日～  ３月３日  

二次書面審査    令和  ４年  ３月  ４日～  ３月１４日  

面接審査          令和  ４年  ３月１９日、２０日  

 

Ⅶ．大学院生奨学金給付事業 

医工計測技術および関連技術分野において博士号取得を目指す博士前期課程または博士

後期課程の大学院生に奨学金を給付し、将来医工計測技術および関連技術分野で活躍する

研究者の育成に資することを目的としています。 

 

１．募 集 

奨学金給付を必要とする医工計測技術および関連技術分野の博士号取得を目指す博士前

期課程または博士後期課程の大学院生を広く募集しました。 

 

【募集期間、方法】  

募集期間   令和３年 ４月 １日～ ６月１０日  

募集案内送付   １１１件 ：うち大学７８件 

告知      財団ホームページに募集要項等を掲載 

 

【応募数】 （ ）内は昨年度 

博士前・後期課程 ７３名 （８８名） 

 

２．審 査 

財団内に設置した大学院生奨学金給付審査委員会（蝦名委員長他 ３名で構成）の委員によ

り、応募のあった７３名の応募書類に対し審査を行った後、面接審査を実施して厳正に選考を実

施しました。 

 

【審査方法】  

 

大学院生奨学金給付 

一次審査    ６月３０日～ ８月 ４日 書面審査を実施 

面接審査    ９月 ６日 実地面接と WEB 面接を併用して審査を実施 

最終審査    ９月 ６日 審査委員会にて審査を実施 

 

３．承 認 

最終承認   ９月１０日の臨時理事会（WEB 会議）にて承認されました 

 

４．贈呈式 

令和３年１０月２９日 ニューオオタニイン東京にて令和３年度大学院生奨学金給付採択者に

贈呈を行いました。 

 



 
 

 

５．助成実績 

博士前期課程  ６名 

博士後期課程  ４名 

 

※ 令和３年度 大学院生奨学金給付採択者は附属明細書参照 

 

６．博士号取得者 

令和３年度末に７名が博士号を取得し、令和２年度までの５名とあわせ、累計１２名が博士号を

取得しました。 

 

 

以上 



 
 

令和３年度事業報告書 附属明細書（抜粋） 
    

  目次         

Ⅰ．令和３年度 技術開発研究助成金贈呈者一覧      
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 開発研究助成 
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Ⅰ．技術開発研究助成 

【 長期大型研究助成 】５年間 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 
助成額 

（万円） 

やまや たいが 

山谷 泰賀 

国立研究開発法人 

量子科学技術研究開発機構 

量子医科学研究所 

上席研究員 

利用可能なすべての放射線を画像診
断に役立てる「全ガンマ線イメージ

ング」への変革 

6,000 

小計 １件 ３０，０００万円 

 

【 特別研究助成 】2年間 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 
助成額 

（万円） 

花岡
はなおか

 健二郎
けんじろう

 
慶應義塾大学 大学院薬学研究科

創薬分析化学講座・教授 

新たな近赤外蛍光団の開発を基盤とし

た創薬指向型蛍光プローブの創製 
3,000 

洲崎
すさき

 悦生
えつお

 
順天堂大学 大学院医学研究科生

化学・生体システム医科学・教授 

臓器・全身スケールの組織 3次元染色

による網羅的細胞計測系の開発 
3,000 

武田
たけだ

 伸
しん

一郎
いちろう

 

東京大学 国際高等研究所 

カブリ数物連携宇宙研究機構・特任

助教 

最先端宇宙センサ技術で挑むα線核

医学治療のための高感度イメージング

装置の開発 

3,000 

小計 ３件 ９，０００万円 

 

【 開発研究助成 】1年間 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 
助成額 

（万円） 

米原
よねはら

 圭
けい

祐
すけ

 
国立遺伝学研究所 遺伝形質研究系

多階層感覚構造研究室・教授 

オンライン眼球運動計測と閉ループ光遺

伝学眼球運動制御に基づいた視覚機能

再建 

500 



 
 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 
助成額 

（万円） 

今西
いまにし

 規
ただし

 
東海大学 医学部基礎医学系分子

生命科学・教授 

ゲノム解析を用いた迅速な薬剤耐性菌

プロファイリング技術の開発 
500 

任
にん

 書
ふみ

晃
あき

 
岐阜大学 大学院医学系研究科生

命原理学講座・教授 

偏光感受型光干渉断層撮影装置による

蝸牛感覚細胞ナノ振動の力学的背景の

理解 

500 

茂木
もてぎ

 文夫
ふみお

 
北海道大学 遺伝子病制御研究所

発生生理学分野・教授 

光温度遺伝学法による生体内力発生の

機能解析 
500 

小関
おぜき

 泰之
やすゆき

 
東京大学 工学系研究科 

電気系工学専攻・教授 

誘導ラマンによる超多次元大規模細胞

解析 
500 

岩
いわ

﨑
さき

 広
ひろ

英
ひで

 
群馬大学 大学院医学系研究科機

能形態学分野・教授 

光-電子相関顕微鏡法(CLEM 法）に利

用可能なプローブ分子の開発 
500 

道川
みちかわ

 貴
たか

章
ゆき

 
理化学研究所 光量子工学研究領

域アト秒科学研究チーム・研究員 

脳活動に基づく時空間パターン光刺激

システムの開発と応用 
500 

塗
ぬり

谷
や

 睦生
むつお

 
慶應義塾大学 医学部薬理学教室・

准教授 

マルチモダル多光子顕微鏡を用いた微

視的薬物動態解析技術の開発と応用 
500 

藤ヶ谷
ふじがや

 剛彦
つよひこ

 
九州大学 大学院工学研究院応用

化学部門・教授 

カーボンナノチューブを用いた生体深

部での非侵襲的な近赤外光セラノスティ

クス 

500 

矢島
やじま

 潤一郎
じゅんいちろう

 
東京大学 大学院総合文化研究科

広域科学専攻・准教授 

細胞骨格メカノネットワークの３D計測シ

ステムの開発 
500 

倉持
くらもち

 昌
まさ

弘
ひろ

 
茨城大学 大学院理工学研究科工

学野・助教 

個体生物の細胞内反応場およびタンパ

ク質分子の回転揺らぎピコメートル X 線

計測 

500 

塚田
つかだ

 孝
こう

祐
すけ

 
慶應義塾大学 理工学部物理情報

工学科・教授 

薄膜フィルム型酸素センサによる生体の

低酸素イメージング 
500 

緒
お

明
あき

 佑
ゆう

哉
や

 
慶應義塾大学 理工学部応用化学

科・准教授 

圧縮応力を検出する柔軟な高分子複合

デバイスの創製 
500 

清水
しみず

 一憲
かずのり

 
名古屋大学 工学研究科生命分子

工学専攻・准教授 

神経筋オルガノイドの収縮特性計測シス

テムの開発 
500 

廣瀬
ひろせ

 謙造
けんぞう

 
東京大学 大学院医学系研究科機

能生物学専攻・教授 

ライブセル長時間マルチカラー１分子蛍

光追跡を可能にする蛍光標識技術開発 
500 

林
はやし

 久美子
く み こ

 
東北大学 大学院工学研究科応用

物理学専攻・准教授 

ヒト iPS運動ニューロン軸索輸送への非

侵襲力測定法の応用 
500 

北村
きたむら

 朗
あきら

 
北海道大学 先端生命科学研究院

細胞機能科学分野・講師 

二量体特異的発色団補助光不活化法

の確立とそれを用いた光破壊による細

胞内機能解析 

500 

中曽根
なかそね

 祐
ゆう

介
すけ

 
京都大学 大学院理学研究科化学

専攻・助教 

相分離ダイナミクスの分子論的理解に向

けた顕微分光法の開発 
500 

山岡
やまおか

 禎
よし

久
ひさ

 
佐賀大学 理工学部電気電子工学

部門・准教授 

生体内因性分子をプローブとする 2 光

子光音響イメージング診断法の開発 
500 

上田
うえだ

 宏
ひろし

 
東京工業大学 科学技術創成研究

院化学生命科学研究所・教授 

あらゆる抗原を迅速簡便高感度に検出

可能な蛍光免疫測定プローブの創製 
500 

 
小計 20 件 10,000 万円 



 
 

【 奨励研究助成 】1年間または２年間 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 
助成額 
（万円） 

石塚
いしづか

 匠
たくみ

 
宮崎大学 医学部解剖学講座組織

細胞化学分野・助教 

細胞内グアニン四重鎖構造を定量的に

測定する in situ 検出法の開発 
200 

設樂
しだら

 久志
ひさし

 
三重大学 医学系研究科生化学分

野・助教 

細胞膜表面分子の生理機能を計測する

ための光操作技術開発 
200 

屋
や

木
ぎ

 祐
ゆ う

亮
す け

 
京都医療科学大学 医療科学部放

射線技術学科・助教 

前立腺がんの精密な画像診断を可能と

するモレキュラーコンバーチブルプロー

ブの開発 

200 

加藤
か と う

 匠
たくみ

 

奈良先端科学技術大学院大学 先

端科学技術研究科物質創成科学領

域・助教 

次世代放射線治療における線量評価に

特化した輝尽蛍光体の開発 
200 

武内
たけうち

 裕香
ゆ か

 
室蘭工業大学 大学院工学研究科

電気電子コース・助教 

結晶誘発性関節炎の回転磁場を用いた

原因識別法の確立 
200 

矢崎
やざき

 亮
りょう

 
九州大学 大学院薬学研究院環境

調和創薬化学分野・助教 

高感度ウイルス検出リビングデバイスの

開発のためのコンパクトペプチド創製 
400 

福谷
ふくたに

 充
あつ

輝
き

 
立命館大学 スポーツ健康科学部ス

ポーツ科学コース・講師 

X 線小角散乱による、生体の運動中に

おけるクロスブリッジ動態の計測法確立 
400 

羽澤
はざわ

 勝
まさ

治
はる

 
金沢大学 新学術創成研究機構セ

ルバイオノミクスユニット・准教授 

生命反応場として機能する細胞内相分

離の計測技術の開発 
400 

平
ひら

 理一郎
りいちろう

 
東京医科歯科大学 大学院医歯学

総合研究科細胞生理学分野・准教授 

反響広視野 2光子顕微鏡による同時多

細胞活動計測 
400 

楠本
くすもと

 大
だい

 
慶應義塾大学 医学部予防医療セ

ンター、循環器内科・助教 

人工知能を用いた細胞形態からの疾患

評価システム構築 
400 

近藤
こんどう

 徹
とおる

 
東京工業大学 生命理工学院生命

理工学系・テニュアトラック講師 

タンパク質間相互作用解析に向けたハ

イスループット単一タンパク質分光法の

開発 

400 



 
 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 
助成額 
（万円） 

清水
しみず

 太郎
た ろ う

 
徳島大学大学院 医歯薬学研究部

総合薬学研究推進学・特任助教 

PEG修飾医薬品に対する免疫反応予

測のための計測技術開発 
400 

相良
さがら

 剛光
よしみつ

 
東京工業大学 物質理工学院材料

系・准教授 

微小な力を可視化するカテナン型超分

子メカノフォアの創製 
400 

井手口
い で ぐ ち

 拓郎
たくろう

 

東京大学 大学院理学系研究科附

属フォトンサイエンス研究機構・准教

授 

超高感度ラベルフリー顕微鏡の開発 400 

加藤
か と う

 遼
りょう

 

徳島大学 ポスト LED フォトニクス研

究所ポスト LED フォトニクス研究部

門・特任研究員 

ナノスケール振動分光法によるタンパク

質の機能解析 
400 

加田
か だ

 渉
わたる

 
群馬大学 大学院理工学府電子情

報部門・准教授 

極薄膜型 SiC半導体線量計による先進

粒子線場の臨床線量計測体系の実現 
400 

元井
も と い

 直樹
なおき

 
神戸大学 大学院海事科学研究科

海事科学専攻・准教授 
力覚を感じるマイクロピンセットの開発 400 

加藤
か と う

 英明
ひであき

 
東京大学 大学院総合文化研究科

先進科学研究機構・准教授 

多色可視光を用いた異なる神経細胞集

団の光操作・計測技術の開発 
400 

南
みなみ

 聡
さとし

 

大阪大学 大学院医学系研究科生

化学・分子生物学講座遺伝学教室・

特任助教（常勤） 

尿中エクソソームを用いた腎臓オートフ

ァジーモニタリング方法の開発 
400 

渡邊
わたなべ

 裕之
ひろゆき

 
京都大学 大学院薬学研究科病態

機能分析学分野・講師 

多発性硬化症の病態モニタリングに資

するミエリンイメージングプローブの開

発 

400 

 
小計 20 件 7,000 万円 

  



 
 

Ⅲ．令和３年度技術交流贈呈者一覧 
 
海外派遣 

氏名 所属機関・職 会議名 開催地 時期 
助成額 

（千円） 

田渕
たぶち

 史
あゆむ

 

京都大学 

大学院工学研究科 

ﾏｲｸﾛｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ専

攻 

マイクロタス 2021 

The 25th International 

Conference on Miniaturized 

Systems for Chemistry and 

Life Sciences 

パームスプリングス 

米国 

2021/10/9 

～ 

2021/10/15 

 265 * 

入
いり

佐
さ

 大河
たいが

 

京都大学 

大学院工学研究科 

ﾏｲｸﾛｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ専

攻 

マイクロタス 2021 

The 25th International 

Conference on Miniaturized 

Systems for Chemistry and 

Life Sciences 

パームスプリングス 

米国 

2021/10/9 

～ 

2021/10/15 

 210 * 

鄧
てい

 雲杰
うんけつ

 

東京大学 

理学部 

理学系研究科化学専

攻 

エスピーアイイー フォトニク

ス ウェスト バイオス 

SPIE Photonics West BiOS 

サンフランシスコ 

カリフォルニア州 

米国 

2022/1/21 

～ 

2022/1/27 

290 * 

下条
しもじょう

 裕
ゆう

 

大阪大学 

大学院工学研究科 

環境エネルギー工学

専攻 

フォトニクス・ウェスト・バイオス 

Photonics West BiOS 

サンフランシスコ 

カリフォルニア州 

米国 

2022/1/21 

～ 

2022/1/28 

375 * 

＊採択決定後に新型コロナウィルス感染拡大の影響でオンライン参加となったため、4 名全員助成金は辞退された。 

 

日本招聘 

申請者 所属機関・職 会議名 被招聘者 時期 
助成額 

（千円） 

菊地
き く ち

 和
かず

 

国立研究開発法人  

国立循環器病研究センタ

ー研究所 

先進医工学部門 

部長 

第 28回小型魚類研

究会 

Ken Poss 2022/9/1 

～ 

2022/9/2 

351 * 

Stefan Schulte-
Merker 

356 * 

銅
どう

谷
や

 賢治
けんじ

 

学校法人  

沖縄科学技術大学院大学 

神経計算ユニット 

教授 

NEURO2022 
Anne Churchland 2022/6/30 

～ 

2022/7/3 

370 * 

Erin M. Schuman 260 * 



 
 

申請者 所属機関・職 会議名 被招聘者 時期 
助成額 

（千円） 

三上
み か み

 秀
ひで

治
はる

 

国立大学法人  
北海道大学 
電子科学研究所 
生命科学研究部門 
教授 

第 45回日本神経科

学大会 
Alipasha Vaziri 

2022/6/30 

～ 

2022/7/3 

400 * 

＊助成金は会議開催前月(2022 年度)に贈呈する。 

海外留学 

氏名 所属機関・職 研究テーマ 留学先機関名 時期 
助成額 

（万円） 

松原
まつばら

 鉄
てっ

平
ぺい

 

(留学中) 

Athinoula A. Martinos 

Center for Biomedical 

Imaging, Massachusetts 

General Hospital 

Harvard Medical School 

Department of Radiology 

リサーチフェロー 

次世代脳磁図計を用い

た非侵襲的皮質-皮質間

誘発反応の開発: コネク

トパチーの新展開 

マサチューセッツ

総合病院 

臨床神経画像部

門 

ハーバード大学 

2021/11/1 

～ 

2022/3/31 

(5 ヶ月間) 

125 

上野
う え の

 琢
た く

郎
ろ う

 

金沢大学大学院 

医薬保健学総合研究科  

整形外科学 

協力研究員 

Dynamic Analysis of 

Iliopsoas Impingement 

after Total Hip 

Arthroplasty 

Imperial College 

London MSk LAB 

2022/10/01  

～  

2023/08/31 

 (11 ヶ月間) 

293 *1 

杉崎
すぎさき

 陽一郎
よういちろう

 

神戸大学大学院 

医学研究科 

内科学講座・循環器内科

学分野 

医学研究員 

血管内イメージングと人

工知能を用いた不安定

プラークの解析と心筋梗

塞発症の予測モデルの

開発 

Columbia 

University Medical 

Center 

2022/07/01 

～ 

2024/06/30 

（2 年間） 

629 *2 

諏訪
す わ

 達也
た つ や

 

京都大学大学院 

生命科学研究科 

放射線生物研究センター 

研究員 

固形癌の新規バイオマ

ーカーC5AR1：診断およ

び治療効果予測のため

の放射性リガンドの開発 

MRC Oxford 

Institute for 

Radiation 

Oncology 

University of 

Oxford 

2022/03/01 

～ 

2024/02/29 

（2 年間） 

630 *2 

＊1 助成金は留学開始前月(2022 年 9 月)より贈呈する。 

＊2 採択決定後に他財団の採択と検討の結果（重複受給を認めていないため）、助成金は辞退された。 

 

 

 



 
 

Ⅳ．調査研究助成 （最長２年間） 

氏  名 所 属 機 関・職 研 究 題 目 
助成額 
（万円） 

片岡
かたおか

 有
ゆ う

 

国立循環器病研究センター 

心臓血管内科 

医長 

近赤外線スペクトロスコピー法を用いた

致死的心血管疾患発症予測法確立研

究 

300 

 

以上 
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